
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を検査して医療用情報を生成する検査手段と、
　複数の被検体に関する検査計画の情報を保持し、前記検査手段による検査の運用を管理
する操作コンソール手段と、
　前記検査手段の筐体表面に設けられ、前記操作コンソール手段から送られた今回の検査
対象を特定する情報を表示する表示手段と、
　前記表示手段の近傍に設けられ、検査対象を特定する情報を携帯自在に保持する情報担
持体中の該検査対象を特定する情報を非接触で読取可能な情報読取手段、とを備え、
　前記表示手段は、前記表示手段により表示される情報と前記情報読取手段により読取ら
れた情報との一致又は不一致を示す情報をさらに表示することを特徴とする医療診断装置
。
【請求項２】
　被検体を搭載する撮影テーブルと、
　前記撮影テーブルに搭載された被検体を検査して医療用情報を生成する検査手段と、
　複数の被検体に関する検査計画の情報を保持し、前記検査手段による検査の運用を管理
する操作コンソール手段と、
　前記撮影テーブルの筐体表面に設けられ、前記操作コンソール手段から送られた今回の
検査対象を特定する情報を表示する表示手段と、
　前記表示手段の近傍に設けられ、検査対象を特定する情報を携帯自在に保持する情報担

10

20

JP 3964354 B2 2007.8.22



持体中の該検査対象を特定する情報を非接触で読取可能な情報読取手段、とを備え、
　前記表示手段は、前記表示手段により表示される情報と前記情報読取手段により読取ら
れた情報との一致又は不一致を示す情報をさらに表示することを特徴とする医療診断装置
。
【請求項３】
　前記検査対象を特定する情報には被検体の氏名の情報が含まれることを特徴とする請求
項１又は２記載の医療診断装置。
【請求項４】
　前記検査対象を特定する情報には被検体の年齢，生年月日，性別のうちのいずれか１又
は２以上の組合せの情報が更に含まれることを特徴とする請求項３記載の医療診断装置。
【請求項５】
　前記検査対象を特定する情報には被検体の病名及び又は検査対象部位の名称が更に含ま
れることを特徴とする請求項３記載の医療診断装置。
【請求項６】
　前記表示手段及び／又は前記操作コンソール手段の近傍に設けられ、操作コンソール手
段により制御される音響出力手段を更に備え、
　前記操作コンソール手段は、一致又は不一致を表す旨の情報の表示と共に、該一致又は
不一致が識別可能な音響を出力することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記
載の医療診断装置。
【請求項７】
　前記表示手段は、前記検査対象を特定する情報のうちの一致部分又は不一致部分を識別
可能に表示するものであることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の医療
診断装置。
【請求項８】
　一致を表す旨の情報は、一致の部分の表示情報を第１の所定の色で表示するものである
ことを特徴とする請求項７に記載の医療診断装置。
【請求項９】
　不一致を表す旨の情報は、不一致の部分の表示情報を第２の所定の色で表示するもので
あることを特徴とする請求項７に記載の医療診断装置。
【請求項１０】
　検査手段は、被検体を挟んで相対向するＸ線管とＸ線検出器とを含むＸ線撮影系を該被
検体体軸の回りに回転させて投影データを取得するガントリ手段からなることを特徴とす
る請求項１乃至９のいずれか１に記載の医療診断装置。
【請求項１１】
　検査手段は、核磁気共鳴法により被検体の空間的な核磁化分布を検出するガントリ手段
からなることを特徴とする請求項１乃至 のいずれか１に記載の医療診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は医療診断装置に関し、更に詳しくは、被検体を検査して医療用情報を生成するＸ
線ＣＴ装置やＭＲＩ（ Magnetic Resonance Imaging）装置等の医療診断装置に関する。
【０００２】
病院では、毎日多数の患者が医療診断装置により検査を行っており、検査が正しく行われ
るためには、患者の的確な照合作業が不可欠である。
【０００３】
【従来の技術】
病院では、初診時に受付で診察カード（磁気カード等）が作成され、該カードには患者の
識別ＩＤ、氏名，性別，生年月日、カルテ番号，診療科名等の情報が記録される。次回か
らは診察カードを受付に提出するだけで、診察順番の付与、カルテの抽出等、事務的な手
続が円滑に行われる。各診療科において、医師は患者の診察を行うと共に、例えばＸ線Ｃ
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Ｔ撮影が必要と判断すると、検査の依頼書を作成し、この検査は当日又は日を改めて行わ
れる。
【０００４】
一方、放射線科では、各診療科から回された依頼書の内容を、検査を管理するコンソール
装置に予め入力しておき、当日の検査計画に従って患者を呼び出す。名前を呼ばれた患者
は、検査室に入室するが、従来の様に、音声のみで患者を識別・確認する方法であると、
名前（称呼）の類似する患者を取り違え易い。
【０００５】
通常、患者を取り違えてしまうと、呼ばれなかった患者が最後まで残っているため、当日
の検査の最後に取り違えが分かる。また、患者をスカウトスキャンした時に、当該検査部
位に疾患が認められないことから、取り違えに気づく場合もある。上記何れにしても、Ｘ
線撮影をやり直す必要が有り、患者に負担をかけるばかりか、被曝量の増加にもつながる
。従って、患者の取り違えは未然に防止しなくてはならない。
【０００６】
このような情況の下、従来は、患者が携帯する診察カード（ＩＣカード）を非接触で自動
的に読み取ると共に、該読み取った患者の識別情報により所定の医療データベースを検索
して該患者の検査に関連する情報を抽出し、これらを技師等が操作するコンソール手段の
画面に表示する医療検査システムが知られている（例えば特許文献１）。これにより、技
師等が口答で患者を確認するまでも無く、本人の確認を迅速かつ確実に行える。
【０００７】
【特許文献１】
特開２００３－０４４５８８ (要約、図）。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記患者が正しい診察カードを携帯している場合は良いが、例えば患者が高齢者
や多重疾患者等の場合には、異なる診療科から複数の診察カードが発行されている場合も
少なくなく、もし患者が診察カードを取り違えていると、結果として患者を取り違えてし
まう。
【０００９】
また、Ｘ線ＣＴ装置では、検査装置の本体（ガントリ）と、検査を制御・管理するコンソ
ール装置とが別室に設けられているため、技師が確認した患者が、必ずしも正しいガント
リで検査を受けれるという保証は無い。特に、室内に複数のガントリ（ＣＴガントリ，ア
ンギオ／ＣＴ装置、ＭＲＩガントリ等）が存在するような場合には、患者が正しく室内に
呼び込まれても、肝心なガントリとの関係で患者を取り違えてしまう場合もあり得る。
【００１０】
本発明は上記従来技術の問題点に鑑みなされたもので、その目的とする所は、患者の取り
違えを確実に防止可能な医療診断装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明 医療診断装置は、被検体を検査して医療用情報を生成する検
査手段と、複数の被検体に関する検査計画の情報を保持し、前記検査手段による検査の運
用を管理する操作コンソール手段と、前記検査手段の筐体表面に設けられ、前記操作コン
ソール手段から送られた今回の検査対象を特定する

ものである。
【００１２】
　本発明によれば、被検体（患者本人）は、検査手段の表面の表示手段に表示された今回
の検査対象を特定する情報（例えば患者の氏名）によって自己と検査手段本体との関係を
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の第１の態様による

表示手段と、前記表示手段の近傍に設
けられ、検査対象を特定する情報を携帯自在に保持する情報担持体中の該検査対象を特定
する情報を非接触で読取可能な情報読取手段、とを備え、前記表示手段は、前記表示手段
により表示される情報と前記情報読取手段により読取られた情報との一致又は不一致を示
す情報をさらに表示する



一体不可分の状況下で直接的に目視確認できるため、患者の取り違えを確実に防止できる
。
【００１３】
　また本発明 医療診断装置は、被検体を搭載する撮影テーブルと、前
記撮影テーブルに搭載された被検体を検査して医療用情報を生成する検査手段と、複数の
被検体に関する検査計画の情報を保持し、前記検査手段による検査の運用を管理する操作
コンソール手段と、前記撮影テーブルの筐体表面に設けられ、前記操作コンソール手段か
ら送られた今回の検査対象を特定する情報を表示する

ものである。
【００１４】
　本発明によれば、被検体（患者本人）は、検査手段と一体不可分の関係にある撮影テー
ブルの表面の表示手段に表示された今回の検査対象を特定する情報（例えば患者の氏名）
によって自己と検査手段本体との関係を一体不可分の状況下で間接的に目視確認できるた
め、患者の取り違えを確実に防止できる。
【００１５】
　本発明 では、検査対象を特定する情報には被検体の氏名の情報が含まれる
。被検体の氏名の情報は、患者が、検査対象（患者）本人を確認する情報として好適なる
ものである。
【００１６】
　本発明 では、検査対象を特定する情報には被検体の年齢，生年月日，性別
のうちのいずれか１又は２以上の組合せの情報が更に含まれる。このように、被検体の年
齢，生年月日及び又は性別の情報を付加表示することにより、患者照合の信頼性が一層向
上する。
【００１７】
　本発明 では、検査対象を特定する情報には被検体の病名及び又は検査対象
部位の名称が更に含まれる。このように、被検体の病名及び又は検査対象部位の名称を付
加表示することにより、患者の取り違えのみならず、検査部位の取り違えも有効に防止で
きる。また、検査対象部位の相違によって患者の取り違えに気づく場合もある。
【００１９】
　なお、一致を表す旨の情報の表示には、該一致を表す旨の文字による表示、一致した表
示情報部分の点滅、反転又は強調表示等の様々な表示態様が含まれる。従って、技師等が
口答で患者を確認するまでも無く、本人が、該本人と正しい検査手段との一致関係を一体
不可分の情況下で容易に確認できる。
【００２１】
　なお、不一致を表す旨の情報の表示には、該不一致を表す旨の文字による表示、不一致
となった表示情報部分の点滅、反転又は強調表示等の様々な表示態様が含まれる。従って
、技師等が口答で患者を確認するまでも無く、本人が、該本人と検査手段との不一致関係
を一体不可分の情況下で容易に確認できる。
【００２２】
　本発明 では、表示手段及び 又は操作コンソール手段の近傍に設けられ、
操作コンソール手段により制御される を更に備え、操作コンソール手段は、
一致 を表す旨の情報の表示と共に、該一致 音響を出力
する。
【００２３】
なお、一致を表す旨の音響の出力には、「ピンポン」音の出力や、一致を表す音声（合成
音声等）の出力等の様々な音響出力態様が含まれる。従って、患者本人や技師は、一致を
表す旨の表示のみならず、音響によっても一致の状態を容易に確認できる。
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の第２の態様による

表示手段と、前記表示手段の近傍に
設けられ、検査対象を特定する情報を携帯自在に保持する情報担持体中の該検査対象を特
定する情報を非接触で読取可能な情報読取手段、とを備え、前記表示手段は、前記表示手
段により表示される情報と前記情報読取手段により読取られた情報との一致又は不一致を
示す情報をさらに表示する

の第３の態様

の第４の態様

の第５の態様

の第６の態様 ／
音響出力手段

又は不一致 又は不一致が識別可能な



【００２５】
　 、不一致を表す旨の音響の出力には、「ブザー」音の出力や、不一致を表す音声（
合成音声等）の出力等の様々な音響出力態様が含まれる。従って、患者本人や技師は、不
一致を表す旨の表示のみならず、音響によっても不一致の状態を容易に確認できる。
　本発明 では、

【００２６】
　本発明 では、一致を表す旨の情報は、一致した部分の表示情報を第１の所
定の色で表示する。例えば、一致した部分の表示情報を青や緑で表示する。従って、一致
の状態を容易に認識できる。
【００２７】
　本発明 では、不一致を表す旨の情報は、不一致の部分の表示情報を第２の
所定の色で表示する。例えば、不一致となった部分の表示情報を黄色や赤で表示する。従
って、不一致の状態を容易に認識できる。
【００２８】
　本発明 では、検査手段は、被検体を挟んで相対向するＸ線管とＸ線検出
器とを含むＸ線撮影系を該被検体体軸の回りに回転させて投影データを取得するガントリ
手段からなるものである。本発明はＸ線ＣＴ装置に適用して好適である。
【００２９】
　本発明 では、検査手段は、核磁気共鳴法により被検体の空間的な核磁化
分布を検出するガントリ手段からなるものである。本発明はＭＲＩ装置に適用して好適で
ある。
【００３０】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面に従って本発明に好適なる複数の実施の形態を詳細に説明する。なお、全
図を通して同一符号は同一又は相当部分を示すものとする。
【００３１】
図１は実施の形態によるＸ線ＣＴ装置の構成を示す図で、本発明のＸ線ＣＴ装置への適用
例を示している。この装置は大きく分けて、Ｘ線ファンビームＸＬＦＢにより被検体１０
０のアキシャル／ヘリカルスキャン等を行う走査ガントリ部３０と、被検体１００を搭載
して体軸ＣＬｂの方向に移動させる撮影テーブル２０と、上記各部３０，２０の制御を行
うと共に、技師等が操作をする操作コンソール部１０とから構成される。なお、操作コン
ソール部１０は、技師等の被曝蓄積を避けるために、通常は隣室に設けられており、該隣
室からガラス越しに検査室をみれる様になっている。この場合は、図示しないが、技師等
は両室間に設けた音響設備（マイクと、スピーカ）を介して検査室の患者と対話可能であ
る。
【００３２】
走査ガントリ部３０において、４０は回転陽極型のＸ線管、４０ＡはＸ線管の管電圧ｋＶ
，管電流ｍＡ等を制御するＸ線制御部、５０はＸ線のスライス幅を制限するコリメータ、
５０Ａはコリメータ制御部、９０はチャネルＣＨ方向に並ぶ多数（ｎ＝１０００程度）の
Ｘ線検出素子が体軸ＣＬｂ方向の例えば２列Ａ，Ｂに配列されているＸ線検出器、３１は
上記のＸ線撮影系を体軸ＣＬｂの回りに回転可能に支持する走査ガントリ、３１Ａは走査
ガントリ３１の回転制御部、９１はＸ線検出器９０の検出信号に基づき被検体１００の投
影データを生成し、収集するデータ収集部、３２は被検体（今回の検査対象）を特定する
情報を表示するための表示パネル、８０は患者が携帯する診察カード（ＩＣカード）、７
０はＩＣカードの情報を非接触で読出可能なカードリーダである。
【００３３】
なお、本発明による患者照合作業には、カードリーダ７０及びＩＣカード８０は必ずしも
必要はなく、これらを利用する患者照合作業については、図５～図７を参照した第２の実
施の形態で説明する。
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また

の第７の態様 表示手段は、検査対象を特定する情報のうちの一致部分又は
不一致部分を識別可能に表示する。

の第８の態様

の第９の態様

の第１０の態様

の第１１の態様



【００３４】
また、図示しないが、好ましくは走査ガントリ部３０の筐体表面に「Ｘ線ＣＴガントリ」
等の文字を大きく印刷等しておき、よって患者がＭＲＩガントリと混同しないように配慮
する。
【００３５】
撮影テーブル２０において、２１は被検体１００を載せて体軸ＣＬｂ方向及び上／下方向
に移動可能な天板（クレイドル）である。この天板２１は、被検体１００が乗り降りする
ときも、その高さを上／下される。
【００３６】
操作コンソール部１０において、１１はＸ線ＣＴ装置の主制御・処理（スキャン制御，Ｃ
Ｔ断層像の再構成処理，被検体の照合を支援する処理等）を行う中央処理装置、１１ａは
そのＣＰＵ、１１ｂはＣＰＵ１１ａが使用するＲＡＭ，ＲＯＭ等からなる主メモリ（ＭＭ
）、１２はキーボードやマウス等を含む指令やデータの入力装置、１３は被検体（今回の
検査対象）を特定する情報を含むスキャン計画の情報や画像再構成されたＣＴ断層像等を
表示するための表示装置（ＣＲＴ）、１４はＣＰＵ１１ａと走査ガントリ部３０や撮影テ
ーブル２０との間で各種制御信号ＣＳやモニタ信号ＭＳのやり取りを行う制御インタフェ
ース、１５はデータ収集部９１からの投影データを一時的に蓄積するデータ収集バッファ
、１６は本装置の運用に必要な各種アプリケーションプログラムや各種演算／補正用のデ
ータファイル等を格納している二次記憶装置（ハードディスク装置等）、１７は外部のネ
ットワーク（病院内のＬＡＮ，イントラネット，外部のインターネット等）２００に接続
するための通信制御部、３００は多数の患者の診療情報（識別情報，カルテ情報等）を管
理・保持しているこの医療機関に共通のサーバである。
【００３７】
サーバ３００は、各患者の識別ＩＤで参照されるエリアに該患者を特定するための情報や
診療情報を蓄積している。患者を特定する情報には、患者の氏名、年齢，生年月日，性別
，病名、失陥（検査対象）部位の情報、その他患者を特徴付ける情報（被検体の身長，体
重，車椅子の有／無等）が含まれる。また患者の診療情報には、医師が作成した検査依頼
書の情報、患者のカルテ情報、過去の検査履歴に係る情報、過去のＸ線ＣＴ検査条件に係
る情報等が含まれる。各情報は、患者の初診時及びその後の通院（各種診断）の度に発生
し、サーバ３００に各患者の識別ＩＤ別に蓄積される。
【００３８】
一方、放射線科では、ＣＰＵ１１ａからサーバ３００にアクセスして当日検査を依頼され
ている患者の情報を抽出し、検査計画を作成する。更に、該作成された検査計画に従って
患者を呼び出すと、呼び出された患者は、後述の方法で照合され、照合ＯＫであることに
より撮影テーブル２０に搭載され、ＣＴ撮影が行われる。
【００３９】
ここで、Ｘ線ＣＴ撮影の動作を概説すると、Ｘ線管４０からのＸ線ファンビームＸＬＦＢ
は被検体１００を透過してＸ線検出器９０の検出器列Ａ，Ｂに一斉に入射する。データ収
集部９１はＸ線検出器９０の各検出器列出力に対応する投影データｇ A（Ｘ，θ），ｇ B（
Ｘ，θ）を生成し、これらをデータ収集バッファ１５に格納する。ここで、Ｘは検出器の
チャネル番号、θは体軸ＣＬｂの回りのビュー角を表す。更に、走査ガントリ３１が僅か
に回転した各ビュー角θで上記同様のＸ線投影を行い、こうして走査ガントリ１回転分の
投影データを収集・蓄積する。また同時に、アキシャル／ヘリカルスキャン方式に従って
撮影テーブル２０を被検体１００の体軸ＣＬｂ方向に間欠的／連続的に移動させ、こうし
て被検体１００の所要撮影領域についての全投影データを収集・蓄積する。そして、ＣＰ
Ｕ１１ａは上記全スキャンの終了後、又はスキャン実行に追従（並行）して、得られた投
影データに基づき被検体１００のＣＴ断層像を再構成し、これを表示装置１３に表示する
。
【００４０】
次に本実施の形態によるＸ線ＣＴ装置を使用した患者照合方法を説明する。図２は第１の
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実施の形態による患者照合処理のフローチャートであり、ＣＰＵ１１ａにより実行される
。また図３は第１の実施の形態による患者照合動作を説明する図（１）であり、表示パネ
ル３２を走査ガントリ部３０の筐体表面に備える場合を示している。
【００４１】
図２において、ステップＳ１１では今回の検査対象（即ち、患者）の選択入力を待ち、例
えば患者Ａが選択されると、ステップＳ１２では患者Ａを特定する情報及びその検査関連
情報を抽出する。そして、ステップＳ１３では該抽出情報を走査ガントリ部３０の表面の
表示パネル３２に表示する。なお、該抽出情報を含むより詳細な抽出情報が操作コンソー
ル部１０の表示部１３にも表示される。
【００４２】
図３に一例のパネル表示態様を示す。表示パネル３２は、ＬＥＤパネルやバックライト方
式の液晶パネルからなり、離れた場所からも見易いように比較的大きな画面を有している
。漢字やアルファベットの表示が可能であり，よって患者Ａは自分の名前等を容易に確認
できる。ここでは、患者Ａの氏名と共に、年齢（又は生年月日）、検査対象部位の名称（
頭，胸，心臓、肝臓等）が表示されている。このとき，技師Ｂは操作コンソール部１０の
側にガラス越しに立っていても良いが、特に患者Ａが始めてＣＴ撮影を受けるような場合
には、好ましくは、図示の如く表示パネル３２の側に立って，該表示の方を指差し、音声
によって患者Ａの目視確認を促す。これにより、患者Ａは自己とＣＴガントリ３０との関
係を一体不可分の状況下で直接的に目視確認できる。なお、何度も検査を受けている患者
は、技師に促されなくても、自ら目視確認を行う。
【００４３】
図４は第１の実施の形態による患者照合動作を説明する図（２）で、表示パネル３２を撮
影テーブル２０の筐体表面に備える場合を示している。この表示パネル３２は、撮影テー
ブル２０における患者が乗り降りする側の側面に設けられており、よって患者Ａはこの天
板２１の上に横たわって良いか否かを容易に確認できる。また、この例における技師Ｂは
操作コンソール部１０の側に立って患者Ａに氏名確認の指示を与えている。この撮影テー
ブル２０は操作ガントリ部３０と一体不可分の関係にあるため、この方法でも、患者の取
り違えを確実に防止できる。
【００４４】
図５は実施の形態によるＩＣカード及びカードリーダの構成を示す図で、カードリーダを
表示パネル３２の側に設けることで、ＩＣカード中の患者を特定する情報を自動的に読み
取り、照合の一致有／無を表示パネル３２に表示する場合を示している。図において、７
０はＩＣカード８０の記録情報を非接触（無線）で読み取るカードリーダ（ＣＲ）、７１
は例えばＢＰＳＫ方式等による無線受信部、７２はその受信アンテナ、７３は制御インタ
フェース部１４に接続する通信インタフェース（ＣＩＦ）、７４はＩＣカード８０に非接
触で給電するための給電部、７５は正弦波信号の発信器、Ｌ１は磁気結合により電力を送
電するためのコイルである。
【００４５】
更に、８０はＩＣカード、８１はＩＣカード８０に給電するための受電部、Ｌ２は送電用
コイルＬ１との磁気結合により給電を受けるための受電用コイル、Ｃ１は所定の送電周波
数に共振するためのコンデンサ、Ｄは受信電力整流用のダイオード、Ｃ２は受信電力の平
滑用コンデンサ、ＶＲは負荷に定電圧を供給するための定電圧レギュレータ、８２は各種
電子回路を実装された集積回路（ＬＳＩＣ）、８３はＩＣカードの主制御・処理を行うＣ
ＰＵ（プログラム実行のためのＲＯＭ，ＲＡＭ等を含む）、８４は患者識別情報を不揮発
に記憶するＥＥＰＲＯＭ（又はフラッシュＲＯＭ等）、８５はＢＰＳＫ方式等による無線
送信部、８６はその送信アンテナ、８７は外部からＥＥＰＲＯＭ８４に患者識別情報等を
書き込むためのシリアルインタフェース（ＳＩＦ）、８８はデータの入力端子、８９はＣ
ＰＵ８３の共通バスである。
【００４６】
新規にＩＣカード８０を作成するときは、病院受付の外部装置（不図示）からＩＣカード
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８０のＥＥＰＲＯＭ８４に患者の識別情報が書き込まれる。この識別情報には、患者の登
録ＩＤ，氏名，生年月日，性別，カルテ番号，診療科名等が含まれる。その後、患者がこ
のＩＣカード８０を携帯する時は、ＬＳＩＣ８２には給電されず、よってＩＣカードとし
ては機能しない。このとき、ＥＥＰＲＯＭ８４の記憶情報は給電なしでも、保持されてい
る。
【００４７】
そして、患者がＩＣカード８０をカードリーダ７０の近傍に近付けると、コイルＬ１，Ｌ
２間の磁気結合を介して給電部７４から受電部８１に給電され、ＬＳＩＣ８２に給電され
る。これにより、ＣＰＵ８３が動作開始すると共に、ＥＥＰＲＯＭ８４から患者識別情報
を読み出し、これを無線送信部８５を介して無線送信する。更に、アンテナ８６からの電
波はアンテナ７２で受信され、更に無線受信部７１で復調・硬判定され、得られた患者識
別情報データは、ＣＩＦ７３及び操作コンソール部１０の制御インタフェース１４を介し
てＣＰＵ１１ａに受け取られる。そして、患者がＩＣカード８０をカードリーダ７０から
離すと、ＬＳＩＣ８２には給電されなくなり、これによりＩＣカードとしての機能を停止
する。
【００４８】
図６は第２の実施の形態による患者照合処理のフローチャートであり、名前を呼ばれた患
者Ａが自分のＩＣカード（診察カード）を走査ガントリ部２０の所定位置に近づけること
により、表示パネル３２を介して自己と走査ガントリ部２０との一致有／無を一体不可分
に確認できる場合を示している。図において、ステップＳ２１では今回の検査対象（即ち
、患者）の選択入力を待ち、例えば患者Ａが選択されると、ステップＳ２２では患者Ａを
特定する情報及びその検査関連情報を抽出し、ステップＳ２３では該抽出情報を走査ガン
トリ部３０の表面の表示パネル３２に表示する。なお、該抽出情報を含むより詳細な抽出
情報が操作コンソール部１０の表示部１３にも表示される。
【００４９】
技師Ｂはこの表示情報をもとに、患者Ａを呼び出すと共に，ステップＳ２４ではＩＣカー
ド８０から患者Ａの識別情報が読み取られるのを待つ。この状態を図７に示す。この例で
は走査ガントリ部３０における表示パネル３２の下側にカードリーダ７０が埋設されてお
り、図示しないが、筐体表面にＩＣカード８０を近付ける位置が示されている。そして、
検査室に入出した患者Ａが自己のＩＣカード８０を近付けると、患者Ａの識別情報が自動
的に読み取られる。その際には、患者Ａは、表示パネル３２を見ることで自分が正しいＣ
Ｔガントリ３０の前にいるか否かを事前に目視確認できる。
【００５０】
患者Ａの識別情報が読み取られると、ステップＳ２５では上記ステップＳ２２で抽出した
患者識別情報と上記ステップＳ２４で読み取った患者識別情報とを比較し、ステップＳ２
６で一致か否かを判別する。一致の場合はステップＳ２７で一致した旨を表す情報を表示
パネル３２に表示し、これによって患者Ａは自分が正しいＣＴガントリ３０の前にいるこ
とを確認できる。
【００５１】
なお、一致した旨を表す情報の表示には、該一致を表す旨の文字による表示、一致した表
示情報部分の点滅、反転又は強調表示等の様々な表示態様が含まれる。又は、一致した部
分の表示情報を、一般的に肯定的な意味を表すような青色や緑色でカラー表示する。従っ
て、一致の状態を容易に認識できる。
【００５２】
また上記ステップＳ２６の判別で不一致の場合は、ステップＳ２８で不一致を表す旨の情
報（アラーム情報）を表示パネル３２に表示し、これによって患者Ａは自分が誤ったＣＴ
ガントリ３０の前にいることを確認できる。
【００５３】
なお、不一致を表す旨の情報の表示には、該不一致を表す旨の文字による表示、不一致と
なった表示情報部分の点滅、反転又は強調表示等の様々な表示態様が含まれる。又は、不
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一致の部分の表示情報を、一般的に否定的な意味を表すような黄色や赤色で表示する。ま
た、上記ステップＳ２８におけるアラーム情報は操作コンソール部１０の表示部１３にも
表示しても良い。こうすれば、技師Ｂもいち早く誤りに気づく。
【００５４】
また、図示しないが、この第２の実施の形態による患者照合の構成及び方法は、上記図４
の撮影テーブル２０に適用しても良いことは明らかである。
【００５５】
また、図示しないが、表示パネル３２及び又は操作コンソール部１０の近傍に該操作コン
ソール部１０により制御される音響出力手段を設け、操作コンソール部１０は、一致／不
一致を表す旨の情報の表示と共に、該一致／不一致を表す旨の音響を出力してもよい。一
致を表す旨の音響の出力には、「ピンポン」音の出力や、一致を表す音声（合成音声等）
の出力等の様々な音響出力態様が含まれる。また、不一致を表す旨の音響の出力には、「
ブザー」音の出力や、不一致を表す音声（合成音声等）の出力等の様々な音響出力態様が
含まれる。従って、患者本人や技師は、一致／不一致を表す旨の表示のみならず、音響に
よっても一致／不一致の状態を容易に確認できる。
【００５６】
また、上記各実施の形態では本発明のＸ線ＣＴ装置への適用例を具体的に述べたが、これ
に限らない。本発明は核磁気共鳴（ＮＭＲ）法により被検体の空間的な核磁化分布を画像
化するところの所謂ＭＲＩ装置にも適用可能であることは明らかである。
【００５７】
また、上記本発明に好適なる複数の実施の形態を述べたが、本発明思想を逸脱しない範囲
内で各部の構成、制御、処理及びこれらの組み合わせの様々な変更が行えることは言うま
でも無い。
【００５８】
【発明の効果】
以上述べた如く、本発明の医療診断装置を使用すれば、患者の取り違えを確実に防止可能
であり、よって、医療診断作業の信頼性向上に寄与するところが極めて大きい。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態によるＸ線ＣＴ装置の構成を示す図である。
【図２】第１の実施の形態による患者照合処理のフローチャートである。
【図３】第１の実施の形態による患者照合動作を説明する図（１）である。
【図４】第１の実施の形態による患者照合動作を説明する図（２）である。
【図５】実施の形態によるＩＣカード及びカードリーダの構成を示す図である。
【図６】第２の実施の形態による患者照合処理のフローチャートである。
【図７】第２の実施の形態による患者照合動作を説明する図である。
【符号の説明】
１０　操作コンソール部
１７　通信制御部
２０　撮影テーブル
２１　天板（クレイドル）
３０　走査ガントリ部
４０　Ｘ線管
５０　コリメータ
９０　Ｘ線検出器
３１　走査ガントリ
３２　表示パネル
７０　カードリーダ（ＣＲ）
８０　診察カード（ＩＣカード）
１００　被検体
２００　ネットワーク
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３００　サーバ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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